
11 保証債務の明細
該当事項ありません。

12 資本金及び資本剰余金の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

資 本 金 政 府 出 資 金 165¶199¶330 ` ` 165¶199¶330

計 165¶199¶330 ` ` 165¶199¶330

資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金

無 償 譲 与 16¶373 ` ` 16¶373

施 設 費 2¶479¶094 678¶456
(37¶354)

` 3¶157¶550 （注１）

目 的 積 立 金 375¶152 69¶445 ` 444¶598 （注２）

損益外固定資産除売却額 � 390¶118 ` 141¶049 � 531¶168 （注３）

計 2¶480¶500 747¶902 141¶049 3¶087¶353

損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 � 4¶086¶675 � 1¶084¶058 � 96¶010 � 5¶074¶724 （注４）

差 引 計 � 1¶606¶174 � 336¶156 45¶039 � 1¶987¶371

(注１) 資本剰余金（施設費）の当期増加額は、施設費による有形固定資産の取得によるものであり、うち国立大学財務・経営センターからの施設費交付金分（37¶354千円）を含んでおります。
(注２) 資本剰余金（目的積立金）の当期増加額は、有形固定資産の取得によるものです。
(注３) 損益外固定資産除売却額の当期減少額は、有形固定資産の除却によるものです。
(注４) 損益外減価償却累計額の当期減少額は、無償譲渡による有形固定資産の除却によるものです。

13 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
13`１ 積立金の明細

（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘要

準用通則法第44条第１項積立金 133¶178 ` ` 133¶178

教育研究環境整備積立金 252¶953 246¶082 96¶962 402¶073 ~

計 386¶131 246¶082 96¶962 535¶252

~ 当期増加額は平成19年度決算により発生した利益剰余金のうち、文部科学大臣の承認により計
上した目的積立金であります。
また、当期減少額は剰余金の使途に沿って費用が発生し、固定資産を取得することによって取
崩したものであります。

13`２ 目的積立金の取崩しの明細
（単位：千円）

区 分 金 額 摘 要

目的積立金取崩額 教育研究環境整備積立金 27¶516 ~

計 27¶516

そ の 他 教育研究環境整備積立金 69¶445 ~

計 69¶445

~ 小金井キャンパスのトイレの給排水及び衛生設備等の支出に充てております。
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